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特別損失の計上及び平成 28 年３月期通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 当社は、下記のとおり特別損失を計上いたしましたのでお知らせいたします。あわせて平成 28 年３月 25 日
に公表いたしました業績予想と実績値との間に差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

記 
１． 特別損失の計上 

投資有価証券評価損（連結）15,749 千円 

保有する株式について、簿価に比べ実質価額が著しく下落している投資有価証券の評価損を計上いたしました。 
 

２．通期連結業績予想と実績値の差異 
平成 28 年３月期通期連結業績予想（平成 27 年４月１日 ～ 平成 28 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり  

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ４，７００ △１９０ △２２０ △２４５ △２．８３ 

実  績  数  値  （Ｂ） ４，７８８ △２０３ △２５６ △３２０ △３．７０ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ８８ △１３ △３６ △７５ △０．８７ 

増    減    率（％） １．９ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期） 
３，６８２ △２７９ △２７２ １６ ０．２３ 

  

差異の理由 

売上高はＬＥＤライト等の販売増加により予想を上回りましたが、販売費及び一般管理費に一部債権の回収可能性

の低下から貸倒引当金繰入額を計上し、営業外費用には円高に伴う為替差損及び持分法による投資損失を計上したこ

とから、営業利益及び経常利益は予想を下回りました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、経常利益の減少

と、特別損失に、前項１に記載の投資有価証券評価損 15,749 千円の計上等により予想を下回りました。 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


